
近隣散策

参考文献
千代田区観光協会●URL https://visit-chiyoda.tokyo/app/spot/detail/228

写真１　 弁慶橋の風景

写真2 　擬宝珠

弁慶橋は、千代田区紀尾井町から港区元赤坂一丁目にある弁慶堀の上に架かる橋

です。弁慶堀とともに、「江戸城外堀跡」として文化財指定され、本体はコンクリート製

で、木製の欄干や古風擬宝珠（写真2）は外国人を含む観光客に人気があります。その

名は、江戸城普請に携わった大工の棟梁であった弁慶小左衛門が架けた橋に始まり、

彼の名から由来しています。

もともと千代田区神田松枝町から岩本町との間に流れる藍染川に架けられていまし

た。やがて藍染川が下水道工事によって埋められると不要になり、明治18年（1885年）

に弁慶橋は撤去されました。しかしこのまま名橋が失われることが惜しまれ、明治22

年（1889年）に現在の地へ、元の弁慶橋の廃材を利用して架橋されました。その後戦災

に見舞われ、欄干の修復や改築工事を経て、現在の姿となっています。

弁慶橋を訪れてみるとタイムスリップをしたかのような不思議な感覚を味わえます。

近代的なビルを背景に、橋の下にはボート乗り場や釣り堀があり、ノスタルジックな風

景（写真1）が広がります。冬は雪化粧をまとった弁慶橋を楽しみたいです。

弁慶橋

北八ヶ岳・樹氷

場所：長野県茅野市

〈表紙の写真〉

北八ヶ岳・樹氷（長野県茅野市）
　冬景色の代名詞である樹氷は、湿度と風と気温（0℃以下）の３つの冬の厳しい気象条件が揃って生み出される、

世界的にも希少な自然現象である。水蒸気が風で飛ばされ、樹木などに付着して凍る･･･このサイクルを繰り返して

氷の粒がどんどん大きくなると、やがて風の吹く方向へ伸びて、さらに大きく膨らみ、アイスモンスターとも、スノーモ

ンスターとも呼ばれる芸術品が誕生する。

　北八ヶ岳の山頂付近では、例年、特に寒くなる1月中旬から2月下旬にかけて観察できる。ロープウェイの利用で冬

山初心者でも手軽にアクセスが可能である。北八ヶ岳ロープウェイに乗り、山麓駅（標高1,771m）から山頂付近の坪

庭駅（標高2,237m）までは、約7分の空中散歩を楽しめる。標高差466mを駆け上ると一面の銀世界にその絶景を目の

当たりにする。

　厳しい冬が終わると、坪庭からは縞枯山の「縞枯れ現象」が望める。山の斜面の木々が枯れ、その部分が白く縞

模様に見える神秘的な光景である。北八ヶ岳にはぜひ訪れてみたい大自然があふれている。

＜参考＞
ちの観光まちづくり推進機構(茅野市役所内)「茅野観光ナビ」

https://navi.chinotabi.jp/

アクセス
北八ヶ岳ロープウェイ「山麓」駅
●ＪＲ茅野駅からバスで約60分
●中央自動車道諏訪ICから車で約50分

-「坪庭」駅までは、北八ヶ岳ロープウェイで約7分

アクセス
●JR安曇川駅から車で約70分

アクセス
●富山地方鉄道「立山」駅下車

→称名滝探勝バス称名滝行きで約15分
●北陸自動車道立山ICから車で約50分
●称名滝駐車場より徒歩約30分
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